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調査に妥るまでの経過

線式会社黒川i厳寒 (秋回市λ織新JIII向5-30 飯川ピルC号代表取

鱒役 阿ou量好)は.秩沼市傘足黒川地内に産業廃棄物処11.(安定型)

員量級工事を計画した.しかし..業廃棄物処理・11入道路計酒..内に、

馬込 I遺跡.馬込E遺跡{秋田県秩岡市遺跡静細分布調査報告書 198 

9年3月 秋田布教育費員会}が、存在していることから、秋田市教脊受

貝会に範囲確認調査を依頼し、今後のことを倹討するととにした.

秋岡市教育妥員会は、平成3年5月、両遺跡に範囲碕8樹査を実施し、

工事計画地内の遺跡の範聞量破箆した.

これに対し.黒川産業は、園陸入道路計画路線を-116修正し、馬込 I遺跡

については、健闘.8調査で、遺割車、造物が確8されなかった織区在通過

し、馬込E遺跡については.遺跡外へ変更となった(歯 1) 

しかし、この計画夜更の結果、現段階では、埋蔵文化財が強飽きれてい

ないが、地形的に再度の分布調査を必要とする地区があるため平成5年5

月、 E式銅調査を実施した.その結果.ー郎、土場、赤褐色土.等が確認さ

れ(緑川山遺跡).調:t:区を拡.し、道路計画地内での遺同事の鉱がりを確

認し、調査を終えた.

調査時織と体制

0馬込I遺跡及び馬込E遺跡

調 査時期平成3年5月

調査主体者

調 査 鎗当者

線式会社黒川厳寒

秋田市絵育~員会

創 ヨE 員 小松正夫 日野久西谷隆松下広縛

(秋田市tl:1l~員会文化振興標秋田城調査事積所)

OA川山遺跡 1ヲ

調査時期 平成⑮年5月11、12日

調査主体者 様式会主t.川..



調査 m当者 秋国市章生育愛員会

調 査 員 石郷岡誠一 納谷信広 (善良回市教育受員会文

化領興銀)

調査の方法と経過

馬込 I遺跡については. 3 mグリットを、馬込E遺跡、Il¥JlI山遺跡には、

輔 1mのトレンチを敵本銀定し、創造を行った(図 2~4) • 

-元6.I 辺自E嗣 Z

丘陵部西部の前向きの緩斜面に位置Eする.道路計醤路線内に 3mX3m

のグリッドを東西Z列に、合計10ヶinm.した.東から 3番目の北側の

グリッドから赤褐色之..須恵.が出土し.竪穴状遺構、土績が槍総され

たため、南北方向に拡獲して範囲を確認した.

遺構と遺物

1号I!穴状遺楊

南北約2.6 m、東西約2.8mの方形のI!穴状遺構であり、磁m面か

らの深さは約30岨で、ほぽ垂直に銅りこまれている.坦土は、上層には、

焼土プロックが、 下層には鉄分が混入している.また中央銀に長締約 1• 

5mの補問状に炭化物が機積していた.

埋土から、赤褐色土録、須..が出土した.第 図1は‘童形の須恵畿

のロ縁l1II破片である.肩書事を中心、に自然紬(高島糊)が認められた.

1号土軸慣

習.m蘭からのIIさ約40ーの細長い土績である.撮り下げた結果.4.

のニt績が切りあっていることが確隠された.場土から、赤縄色土畿、須;<<

.が出土した.いずれも小破片である.

遺構外出土遺物

赤褐色土様、須恵棲が出土した.割合は、赤縄色土.が、圧倒的に多い



が、焼成は不良でいずれも小破片である.

月号主る E 泊監碕亦

馬込 I進同事より約300m東の、南向者の斜面ょに位寓する.帽 1mの

トレンチを灘北方向に7本級定し、調査した.J置からZ本自のトレンチか

ら赤縄色土録、須..が出土し、l号土積、ピット書章、l号潟跡が確箆さ

れたため.トレンチを鉱E躍した.

l号土横

長制約1.6mの術問状の土績である.確o面からの漂さは約10閣と

浅い.理土には.炭化物、焼土プロックが混入していた.場土から、赤褐

色土倍、須..が出土した.第 図2t主、赤褐色土.の停である.焼成は

不良で、土.表面は非常に脆い.ロタロ目が細かい.Jit鄭の切麗しは回転

糸切りであり.然調聾である.

1号鴻商事とピット覇軍

1号潟跡は幅約 2m.深さ約1mであるが、海の底部は荷車の撫り込み面

の中央から東側にずれている.場土からは、炭化物.焼土プロッタが混入

していた.糧土から、赤褐色土縁、須..が出土した.

1号潟商事の坦土を鋸り込む形でピット群が確認された.性格等は不明で

ある.

遺構外出土遺物

赤褐色土録、須恵援が出土した.割合は、赤鈍色土俸が、圧倒的に多い

が、焼成は不良でいずれも小破片である.

調理主J11は4迫堂筋o'

馬込 I遺跡の東側約200mの丘陵上に位置する."1 mのトレンチを

南北方向に 5，転、東西方向に u事裁定する.all土の地穫は非常に覇軍ぃ.. 

から4番目の南北トレンチから土績が碕認され、赤褐色土援が出土したた



め、鉱iJJ;Iし土績を完鋸するとともに、東側に隣録してトレンチを追加し‘

周聞に遺物の出土が混められないととを確録して調査を終えた.

l号土機

長締約2mの繍円状の土械である.確認面からの深さは約30帽であり.

場土内には炭化物が面的に堆積していた.纏土からは、赤縄色土..須.

11.磁密、 フイゴの羽目、砥石等が出土している.赤褐色土俸は大学が小

破片であり、焼成は不良、表面の剥事事が厳しい.

JJ 10留の l は、台付の赤褐色土様の底音匹、 Z は赤銅色土擦の~D革古車で

ある.ともに表面の弱絡が厳しい. 31ま~付の磁器E 、 41ま白銀の小破片で

ある.ともに摩地、年代等は不明である.5はフイゴの羽ロの小破片、 6

は円形の磁石である.

遺4陣外からの遺物の出土はaめられなかった.

馬込 I遺跡、馬込E遺跡、黒川l山遺跡ともに、調査対象面積が限定され、

また、確aされた遺相号、遺物も少なく、遺跡の性格等は、明らかにできな

かったが、遺物から、年代的には.古代を中心とした遺跡と考えられる.
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l号髭穴状遺構
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第 5図 馬込 I遺跡遺徳配置閏 S=1/40 
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第8関 黒川山遺商事遺徳配置図 S=1/40 
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馬込 1• n遺跡、黒川山遺跡iI景 (W→E)

馬込 I遺跡近JJI:(E→W) 

写真図版l



泉州山遺跡近景 (W吋 E)

一一
馬込 I遺跡調査風景

写真図版2



馬込 l遺跡発鋸状況

局込 E遺跡竪穴上途偶

写真図版3



馬込E遺跡調査区金策

馬込E遺跡遺構検出状況

写真図版4
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馬込日 遺跡遺構~姻状況

』品川山遺跡調査風景

写真図版5



』民JIII1l遺跡トレンチ (W→E)

』晶IIII1l遺跡トレンチ (S_'N)

写真問販6



黒川山遺跡l母土績極上断面

!l.JII山遺跡1母土機炭化物検出状況

写真図版7



緑川山遺跡 l場主唱.~錨状況

写真閣版8
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写真図版9 S=1/2 
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